
関西支部　平成29年度　第1回イブニングサロン開催案内

関西支部長　小堀修身

　平成29年度第1回イブニングサロンを下記にて開催いたします。
　大河ドラマ真田丸の影響もあってかこのところ大阪の街の歴史を探るツアーが人気を集めています。大阪船場は秀吉が商人を呼び集めて、城下町を作り物流の集積地としたことが始まりと言われています。全国の藩が蔵屋敷を作りここには生活の物資が生産地から集められ、大量消費の江戸に送りこまれていた（天下の台所）。中でも船場の北に位置する道修町（どしょうまち）は江戸時代から和漢薬の原材料を扱う問屋がずらりと軒を連ねる町であったといいます。明治・大正・昭和初期の激動時代をくすりの町の起業家たちはチャレンジや創意・工夫の起業精神と強い結束力で乗り越え、今では名だたる製薬会社が集まる地域となっています。ここには少彦名神社（別称　神農さん）があり薬、医療、温泉などの神が祭られ、医薬業の関係者の信仰を集めています。また「道修町薬種中買仲間」によって書かれた古文書や「道修町文書」など過去の歴史を知る文化財が保存されている「くすりの道修町資料館」もあります。
　今回この「くすりの道修町資料館」深澤恒夫館長をお招きして、大阪船場の昔話や地名の成り立ち、道修町がくすりの町と称された時代からどのような歴史を経てきたか、起業家たちの地域貢献の活躍などについてお話いただきます。
深澤館長はとても博学で、ご自身でも歴史を調査し、楽しいお話が期待できます。
後半はビールを片手にしながら、ご質問や意見交換などしていただきます。
多数の皆様の参加をお待ちいたします。

記

1.日時：平成29年4月26日(水)　16時～18時

2.場所：(一財)電子科学研究所　非破壊検査ビル　4階　中会議室
　　　　(大阪市中央区北久宝寺町2-3-6)

3.募集人員：30名(先着順)(申込締切日：4月22日)

4.参加費：1,000円　(当日ご持参ください)

5.講演：　　講演テーマ：「大阪の歴史----船場とくすりの町道修町かいわい---」
　　　　　　　　　講演者：　深澤恒夫　氏
　　　　　　　　　くすりの道修町資料館　館長
　　　　　　　　　(司会　小堀修身　（一財）電子科学研究所)

6.申込み先：ＪＳＮＤＩ関西支部　ＨＰより申し込みまたはメール等で　参加者の氏名、所属、連絡先、(できればＮＤＩ会員番号も・・)を記入して下記まで
[bookmark: _GoBack]
問い合わせ先
ＪＳＮＤＩ関西支部　〠574-0057　大阪市中央区北久宝寺町2-3-6　
　　ＴＥＬ　06-6262-6551　　アドレス　kansaishibu@esi.or.jp
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